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SAGA UNIVERSITY1

　佐賀大学では、地球環境や地域環境の保全・改善のた
めの教育・研究を推進し、また、EA21の活動と、あら
ゆる活動において環境との調和と環境負荷の低減に努め
る等、積極的に環境活動に取り組んでいます。この「佐
賀大学環境報告書2009年」（今年度発行分より発行年
度を記載しております。）は、以下により作成しています。�
�
�

参考にしたガイドライン�
環境省「環境報告ガイドライン2007年版」�
財団法人地球環境戦略研究機構持続性センター�
エコアクション21中央事務局�

「エコアクション21 2004年版―環境経営シ
ステム・環境活動レポートガイドライン―」「大
学等（教育・研究機関）向けマニュアル（試
行版）」�

対象組織�
佐賀大学　本庄キャンパス�

鍋島キャンパス�
附属資源循環フィールド科学教育研究センター�
附属学校地区�
（附属小・中・特別支援学校・幼稚園）�

対象期間�
平成20年4月～平成21年3月�
（この範囲外の部分は当該箇所に明記）�

発行期日�
平成21年9月�

次回発行予定�
平成22年9月�
�
�
この環境報告書はホームページでも公表しています。�

http://www.saga-u.ac.jp/index2.php�
�

作成部署・お問合せ先�

環境安全衛生管理室�

〒840-8502　佐賀県佐賀市本庄町１�
（本庄キャンパス）�
TEL 0952-28-8201�
FAX 0952-28-8890�

E-mail esh@mail.admin.saga-u.ac.jp�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
表紙の写真：浜野浦の棚田（佐賀県東松浦郡玄海町）�
山の斜面を耕し、田んぼの土や水が流れ出ないよう丁寧
に石積みして作られています。県内6ケ所の棚田が「日
本の棚田百選」（選定：農林水産省）に選ばれています。�
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１．トップメッセージ�
２．佐賀大学環境方針�
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４．エコアクション21の取組�
　　１）この1年間の主なEA21活動�
　　　　①新入生への環境教育�
　　　　②内部監査実施�
　　　　③薬品管理システム（CRIS）導入について�
　　　　④学長による佐賀大学環境活動のレビュー�
　　２）実施体制・認証登録範囲�
　　　　①エコアクション21認証・登録範囲の概要�
　　　　②国立大学法人佐賀大学　エコアクション21実施体制�
　　３）環境目標と環境活動計画�
　　４）環境に関する法規制への取組�
　　５）佐賀大学の教育・研究・医療活動に伴う環境負荷の全体像�
　　　　５－１）エネルギー負荷と抑制に向けた取組�
　　　　　　　　電気，ガス，重油，灯油，CO2�
　　　　５－２）水資源投入量と抑制に向けた取組�
　　　　５－３）廃棄物削減に向けた取組�
　　　　　　　　①ぐるりんおゆずりマーケットの取組について�
　　　　　　　　②佐賀大学のペットボトルリサイクル活動について�
　　　　　　　　③リサイクルファシリティー（再活用室）の運用について�
　　６）グリーン購入・調達の状況�
　　７）環境保全コスト�
　　８）各部局の取組�
　　　　文化教育学部�
　　　　経済学部�
　　　　医学部�
　　　　理工学部�
　　　　農学部�
　　　　事務局�
　　　　学生委員会�
　　　　附属小学校�
　　　　附属中学校�
　　　　佐賀大学生活協同組合�
５．地域・社会への還元�
６．教育・研究からの環境への取組�
　　佐賀環境フォーラム�
　　文化教育学部　文化としての自然環境を探る�
　　経済学部　　　日本企業の財務諸表における環境会計情報の開示について�
　　医学部　　　　教養講義　環境科学の開講�
　　理工学部　　　りん回収に関する昔から現在  そして我々の研究�
　　農学部　　　　環境に配慮した農法の取り組みと農業教育�
７．第三者の意見�
８．報告書作成にあたって�
編集委員名簿�
９．むすび�
環境省ガイドライン等対照表�
�
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経済学部�

医学部�

附属資源循環フィールド科学教育研究センター�

附属幼稚園�

附属小学校�

附属中学校�

附属特別支援学校�

附属病院�

附属地域医療科学教育研究センター�

附属先端医学研究推進支援センター�

附属教育実践総合センター�

地域学歴史文化研究センター�

総合分析実験センター�

海浜台地生物環境研究センター�

総合情報基盤センター�

留学生センター�

低平地研究センター�

海洋エネルギー研究センター�

産学官連携推進機構�

シンクロトロン光応用研究センター�

高等教育開発センター�

有明海総合研究プロジェクト�

文化教育学部�

企画部、学務部、学術研究協力部、総務部。財務部、環境施設部、事務局主幹付�

アドミッションセンター�

キャリアセンター�

教養教育運営機構�

教育学研究科�

経済学研究科�

医学系研究科�

工学系研究科�

農学研究科�

保健管理センター�

附属図書館（分館含）�

理工学部�

農学部�

鹿児島大学大学院連合農学研究科�

事務部�

事務部�

事務部�

事務部�

ベンチャー・ビジネス・ラボラトリー�

事務部�

事務部�

学術研究協力部情報図書館課�

学務部教務課�

学務部学生生活課�

事務部�

学術研究協力部研究協力課�

学術研究協力部研究協力課�

学術研究協力部研究協力課�

情報企画室�

学術研究協力部国際課�

学術研究協力部研究協力課�

学術研究協力部研究協力課�

学術研究協力部研究協力課�

学務部教務課�

学術研究協力部研究協力課�

学術研究協力部研究協力課�

学術研究協力部研究協力課�

佐賀大学�

学内共同教育研究施設�

保健施設�

全国共同利用施設�

大学院�

学部�

事務局�
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代表者：学長� 環境管理責任者：�
担当理事�

安全衛生管理委員会�

環境安全衛生管理室�

内部監査�

部局長：�
学部長�

文化教育学部�
EA21委員会�

内は、認証・登録範囲外�

部局長：�
学部長�

経済学部�
EA21委員会�

部局長：�
学部長�

医学部�
EA21委員会�

部局長：�
病院長�

附属病院�
EA21委員会�

部局長：�
学部長�

理工学部�
EA21委員会�

部局長：�
学部長�

農学部�
EA21委員会�

附属資源循環フィールド�
科学教育研究センター�

部局長：�
事務局長�

事務局�
EA21委員会�

EA21専門委員会�

EA21学生委員会�

附属小学校�

附属中学校�

附属特別支援学校�

附属幼稚園�

佐賀大学生協�

報告�

Action Plan Check

Plan Check Plan Check

Plan Check Plan Check

Check

Do

代　　　表　　　者�
環境方針の策定を行う。�
環境経営システムを構築、運用、維持するために必要な経営諸資源を準備し、環境管理責任者を任命する。�
環境への取組が適切に実施されているかを評価し、見直しを行う。�

環 境 管 理 責 任 者 �環境経営システムを構築、運用、維持し、その状況を代表者に報告する。�

安全衛生管理委員会� 環境管理責任者及び各部局長が構成員となって大学全体及び各部局の環境経営システムの構築、運用、維持�
について審議・決定する。�

EA21専門委員会� 大学全体の環境負荷と環境への取組状況ならびに環境目標の達成状況の把握及び評価を行う。�

各部局EA21委員会� 各部局の環境負荷と環境への取組状況ならびに環境目標の達成状況の把握及び評価を行う。�

EA21学生委員会� 準構成員である学生に対して環境経営システムの浸透を図り各取組をEA21専門委員会と共同して進める。�

佐 賀 大 学 生 協 �ISO14001を取得しており、環境経営システムのノウハウについて支援を行う。�

環境安全衛生管理室� 大学全体の環境負荷と環境への取組状況ならびに環境目標の達成状況の把握を行う。�
EA21事務局としての役割を担う。�

部　　　局　　　長� 学長が策定した環境方針をもとに、各部局の環境方針を策定する。�
各部局の環境への取組が適切に実施されているかを評価し、見直しを行う。�

実施体制の役割�
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環境目標�

二酸化炭素排出量の削減�
（H.17年度実績をベースにH20年度までに2.5%削減する）�

1 tCO2
1%以上�

20,220

1.5%以上�

20,110

2.5%以上�

19,910

単位� H.18年度�環　　境　　目　　標� H.19年度� H.20年度�

廃棄物排出量の削減�
（H.17年度実績をベースにH20年度までに1.5%削減する）�

2 kg
1%以上�

558,650

1%以上�

558,650

1.5%以上�

555,830

総排水量の削減�
（H.17年度実績をベースにH20年度までに1%削減する）�

3 m3
1%以上�

317,490

1%以上�

317,490

1%以上�

317,490

地球環境の保全・改善のための教育を行い、環境に配慮出来る人材を育成する�4

化学物質の管理�
薬品管理システムの導入を進める�

5 34クライアント�71クライアント�27クライアント�

大学入門科目等�
佐賀環境フォー�
ラム・社会医学等�

佐賀環境フォー�
ラム・社会医学等�

主要な環境活動計画の内容と取組結果の評価�
環　境　目　標� 実　　施　　計　　画�

電気使用量を毎月調査・報告し削減を促す�
電気使用量等をEメール等を使用して職員に知らせる�
廊下の電灯を半減し、定期的に保守を行う�
省電力機器に更新していくとともに、廊下等の共通部分に順次人感センサーを取り付�
けていく�
昼休み時間・不在時もしくは退出時には消灯する�
正午になったら業務に支障のない限り消灯する�
省エネルギーポスターを各部屋に掲示し、削減を促す�
不要照明、不在時の消灯、空調スイッチOFF等をポスターにより周知する�
エレベーター使用規定を定め、全員に告知し、実行を促す�
エレベーター扉に上下近隣への使用を禁じる貼紙を目につくよう貼付する�
空調温度設定・使用方法を季節ごとに定め、実行を促す�
夏季は28℃以上、冬季は20℃以下に設定し、各室に温度計を置く�
空調室内機フィルターの清掃を定期的に行う�
各シーズン前に1 回清掃する�
省エネ型空調機の導入を進める�
機器更新時に高効率機器を設置する�
窓のブラインドの管理を行う�
屋外の日照等に応じてこまめにブラインドの上げ下げをする�
ガス湯沸かし器の設定温度の見直しを定期的に行う（夏期の使用はなるべく控える）�
高い温度設定の場合には低く設定を変える�
空調温度設定・使用方法を季節ごとに定め、実行を促す（ガス焚き型）�
夏季は28℃以上、冬季は20℃以下に設定し、各室に温度計を置く�
空調室内機フィルターの清掃を定期的に行う（ガス焚き型）�
各シーズン前に1回清掃する�
省エネルギー運転に努める�
蒸気圧・温水温度の調節等効率的な運転を行いエネルギー消費量を抑える�
重油ボイラー設備から他の設備へ変更�
温水ボイラー更新時に高効率空調機を設置する�
コピー用紙の両面利用の推進を行う�
両面コピー、2アップ、4アップコピー、書損コピー紙の裏紙コピーを行う�
使用済み封筒の再利用を進める�
学内便用として繰り返し使用する�
コピー用紙使用量を調査・報告し、コピー用紙使用量の削減を促す�
使用量を把握するのは困難なため、購入量を部局毎に調べて職員に知らせる�
可燃ゴミの排出量を調査・報告し、可燃ゴミの削減を促す�
全体の搬出量を月毎に集計し、各部局に通知する�
缶・ビンの排出量を調査・報告し、缶・ビンのリサイクルを促す�
全体の搬出量を月毎に集計し、各部局に通知する�
ペットボトルの排出量を調査・報告し、ペットボトルのリサイクルを促す�
全体の搬出量を月毎に集計し、各部局に通知する�
資源ゴミの排出量を調査・報告し、資源ゴミの回収を促す�
全体の搬出量を月毎に集計し、各部局に通知する�
上水使用量を調査・報告し、上水使用量の削減を促す�
上下水量をEメール等を使用して職員に知らせる�

水栓に「節水コマ」を設置する�

実験系廃液処分のマニュアルの整備・周知�
廃棄薬品等のマニフェストによる管理�
薬品管理システムの導入と普及�
排出水のPH監視の徹底�
排出水分析値の確認・管理�
食堂排水のグリストラップ清掃の強化�

フロン系ガスの放出の監視� 空調機取替時等のフロン回収の徹底�
吸収装置付きドラフトチャンバーの採用の促進�
PRTR届出書による化学物質の排出量の管理�

環境関係公開講座の充実� 公開講座数の拡充と内容の充実�
環境に関する会議等への参加� 一斉メールによる会議等への参加の呼び掛け�

担当部署の決定、人員配置�
ホームページ掲載による活動の公表�
講座数の拡充と内容の充実�
学生ボランティア活動への支援�
附属小中学校の環境活動の実施�
小中学校への出前授業の実施�
建物内禁煙運動の推進・ポスターの掲示�
喫煙場所の指定、喫煙場所の減数�

喫煙の防止� 禁煙講演会、禁煙講義を実施する�
学内一斉清掃の実施�
キャンパスクリーンキャンペーンの展開�

植栽の管理� 年間計画による剪定及び除草の実施�

実績�

○�

○�

○�

○�

○�

○�

○�

○�

○�

○�

○�
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○�

○�

○�
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△�
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○�
○�
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実績凡例　○：達成　△：不十分�

目　　　的�

二酸化炭素排出量を削�
減するための具体的な�
取組�

廃棄物排出量を削減す�
るための具体的な取組�

総排水量を削減するた�
めの具体的な取組�

環
境
汚
染
の
防
止
�

環
境
教
育
等
�

社会に対する環境�
関連の貢献�

学生に対する環境�
教育�

H17年度比1％以上の削減�

有害廃液の完全回収�
廃液による汚染の�
防止�

排水による汚染の�
防止�

電力使用量�
H17年度比2.5％以上の削減�

ガス使用量�
H17年度比2.5％以上の削減�

重油使用量�
H17年度比2.5％以上の削減�

H17年度比1.5％以上の削減�

キャンパス内美化�

禁煙運動の推進�

清掃運動の推進�

学
内
環
境
美
化
�

排出水の管理の徹底�

地域活動への支援�

環境教育の充実�

喫煙の防止�

排出ガスによる汚�
染の防止� 実験系ガスの放出の抑制�
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〈教育・研究からの環境への取組〉�
■環境配慮への研究開発�
■環境教育�
■産学官連携による環境に関する共同研究�

〈インプット〉�

〈地域・社会への還元〉�
■学生の輩出�
　環境マインドの高い卒業生�
　環境に関する（専門）知識を有する卒業生�
■環境に関する大学としての社会貢献　110件�
■環境関連シンポジウム　22件　　　　　（P35）�

〈キャンパス環境の保全・改善等に関する取組〉�
■キャンパス等における自然環境保全�
■環境に配慮したキャンパスライフの構築�

■エネルギー投入量�

　総発熱量　376,543,955MJ�

　電　　気　25,913,185kWh�

　都市ガス　1,671,586m3�

　Ａ 重 油　1,126,700L�

　白 灯 油　21,597L�

　　　　　　　　　　　　（P13）�

■資源投入量�

　ＰＰＣ用紙　97,534kg�

　グリーン購入　242品目�

　　　　　　　　　 （P15・P19）�

　図書・雑誌類　13,309冊�

■水資源投入量�

　上水　273,570m3�

　　　　　　　　　　　　（P14）�

■新規入学者数�

　学 部 生　1,485人�

　大学院生　   389人�

佐賀大学�

本庄キャンパス�

敷 地 面 積：281,350m2�

建物延べ面積：119,576m2

〈アウトプット〉�

■温室効果ガス排出量�

　二酸化炭素　17,762t-CO2�

　一酸化二窒素　16.3kg-N2O�

　　　　　　　　　　　　（P14）�

■資源物搬出量�

　金　　　　属　194,373kg�

　コピー用紙・模造紙　  32,500kg�

　新聞・雑誌　105,785kg�

　ダンボール　  39,495kg�

　ビ ン ・ 缶　  19,860kg�

　ペットボトル　  10,290kg�

　　　　　　　　　　　　（P15）�

■廃棄物排出量�

　事業系一般廃棄物　408,535kg�

　産 業 廃 棄 物　171,128kg�

　医療系廃棄物�

　　　　感 染 性　205,489kg�

　　　　非感染性　  31,130kg�

　　　　　　　　　　　　（P15）�

■総排水量�

　下水　238,525m3�

　　　　　　　　　　　　（P14）�

■新規入学者数�

　学 部 生　1,485人�

　大学院生　   389人�

鍋島キャンパス�

附属資源循環フィールド科学�
教育研究センター�

敷 地 面 積：235,424m2�

建物延べ面積：  93,013m2

教　員　数　   762人�

職　員　数　1,526人�

学 部 生 数　6,313人�

大学院生数　1,028人�

附属小学校�

附属中学校�

附属特別支援学校�

附属幼稚園�



13

項　　目�

電気量�

（kWh）�

年度�

17年�

18年�

19年�

20年�

本庄地区�

10,835,376�

10,550,010�

10,372,726�

10,386,043

鍋島地区�

15,458,588�

15,359,369�

15,485,491�

15,527,142

大学全体�

26,293,964�

25,909,379�

25,858,217�

25,913,185

17年度比�

100.0%�

98.5%�

98.3%�

98.6%

120％�

100％�

80％�

60％�

40％�

20％�

0％�

100.0％� 98.5％� 98.3％� 98.6％�

58.8％� 58.4％� 58.9％�

電気量�

59.1％�

5.9％� 6.8％� 6.1％� 6.5％�

35.3％� 33.3％� 33.3％� 33.0％�

17年� 18年� 19年� 20年�

鍋島�

その他�

本庄�

17年度比�

項　　目�

熱量（MJ）ガス・�

重油・灯油�

年度�

17年�

18年�

19年�

20年�

本庄地区�

19,017,316�

19,190,693�

20,796,371�

21,407,424

鍋島地区�

102,394,366�

106,076,030�

108,522,819�

100,409,925

大学全体�

121,411,682�

125,266,722�

129,319,190�

121,817,348

17年度比�

100.0%�

103.0%�

107.0%�

100.0%

熱量〈ガス・重油・灯油〉�

120％�

100％�

80％�

60％�

40％�

20％�

0％�
17年� 18年� 19年� 20年�

84.3％� 87.4％� 89.4％� 82.7％�

6.9％� 4.9％� 4.4％� 6.1％�

8.8％� 10.9％� 12.7％� 11.5％�

100％� 103％� 107％�
100％�

鍋島�

その他�

本庄�

17年度比�

項　　目�

熱量（MJ）�

〈電気・ガス・�

重油・灯油〉�

年度�

17年�

18年�

19年�

20年�

本庄地区�

125,529,060�

122,897,291�

122,760,268�

123,502,224

鍋島地区�

254,352,286�

257,058,627�

260,745,196�

253,041,731

大学全体�

379,881,346�

379,955,918�

383,505,464�

376,543,955

17年度比�

100.0%�

100.0%�

101.0%�

99.0%

種　　類�

熱量換算係数�

電気　kWh�

ガス　m3�

重油　リットル�

灯油　リットル�

単位発熱量�

9.83（MJ/kWh）�

46.04655（MJ/m3）�

39.1（MJ/L）�

36.7（MJ/L）�
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CO2

100％�

87％�
91％�

86％�

17年� 18年� 19年� 20年�

17年� 18年� 19年� 20年�

17年� 18年� 19年� 20年�

17年� 18年� 19年� 20年�

120%

100%

80%

60%

40%

20%

0%

鍋島�

その他�

本庄�

17年度比�

電気（kWh）�
本　　　　　庄�

4～9月� 10～翌3月�

そ の 他 �

4～翌3月�

鍋　　島�

4～翌3月�

H17�

H18�

H19�

H20

0.000445�

0.000445�

0.000429�

0.000555

0.000445�

0.000445�

0.000555�

0.000387

0.000365�

0.000365�

0.000375�

0.000387

0.000445�

0.000365�

0.000375�

0.000387

項　　目�

CO2�

（ t ）�

年度�

17年�

18年�

19年�

20年�

本庄地区�

6,098�

5,671�

6,101�

5,996

鍋島地区�

14,629�

12,452�

12,832�

11,766

大学全体�

20,728�

18,123�

18,933�

17,762

17年度比�

100.0%�

87.4%�

91.3%�

85.7%

年度� 17年度比�
発電機運転に係る発生量�

重油使用量� N2O換算値�

17年�

18年�

19年�

20年�

325.6㎘�

233.4㎘�

289.4㎘�

245.5㎘

21.6kg�

15.5kg�

19.2kg�

16.3kg

－�

72.0%�

89.0%�

75.0%

単位発熱量（重油 リットル）�

N2O排出係数�

39.1（MJ/L）�

0.0000017（tN2O/GJ）�

水使用量�

100％�

82％� 84％� 83％�

17年� 18年� 19年� 20年�

64.1％�

52.5％� 56.0％� 54.1％�

10.6％�

25.3％�

12.3％� 9.9％� 12.0％�

17.6％� 18.1％� 16.5％�

120%

100%

80%

60%

40%

20%

0%

鍋島�

その他�

本庄�

17年度比�

項　　目�

上水道（m3）�

下水道（m3）�

年度�

17年�

18年�

19年�

20年�

17年�

18年�

19年�

20年�

本庄地区�

118,780�

99,091�

92,891�

94,329�

97,257�

74,967�

70,467�

66,830

鍋島地区�

212,393�

173,964�

185,525�

179,241�

199,806�

168,091�

179,239�

171,695

大学全体�

331,173�

273,055�

278,416�

273,570�

297,063�

243,058�

249,706�

238,525

17年度比�

100.0%�

82.0%�

84.0%�

83.0%�

100.0%�

82.0%�

84.0%�

80.0%
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項　　目�

総廃棄物�

（kg）�

年度�

17年�

18年�

19年�

20年�

本庄地区�

340,370�

402,426�

307,278�

365,212

鍋島地区�

439,590�

416,550�

429,110�

433,470

大学全体�

779,960�

818,976�

736,388�

798,682

17年度比�

100.0%�

105.0%�

94.0%�

102.0%

一般廃棄物量�
年度�

17年�

18年�

19年�

20年�

本庄地区�

249,890kg�

244,470kg�

218,960kg�

245,385kg

鍋島地区�

187,350kg�

162,860kg�

163,930kg�

163,150kg

大学全体�

437,240kg�

407,330kg�

382,890kg�

408,535kg

17年度比�

－�

  93.0%�

  94.0%�

107.0%

産業廃棄物量�
年度�

17年�

18年�

19年�

20年�

本庄地区�

  90,480kg�

157,956kg�

  88,318kg�

119,827kg

鍋島地区�

236,780kg�

239,900kg�

251,780kg�

256,790kg

大学全体�

327,260kg�

397,856kg�

340,098kg�

376,617kg

17年度比�

－�

122.0%�

  85.0%�

111.0%

特別管理産業廃棄物（医療系廃棄物）�
年度�

17年�

18年�

19年�

20年�

本庄地区�

43kg�

52kg�

64kg�

59kg

鍋島地区�

180,410kg�

185,770kg�

200,070kg�

205,430kg

大学全体�

180,453kg�

185,822kg�

200,134kg�

205,489kg

17年度比�

－�

103.0%�

108.0%�

103.0%

金属�

コピー用紙・模造紙�

新聞・雑誌�

ダンボール�

びん・缶�

ペットボトル�

排出量計�

18年度�

資源物排出量�

128,800kg�

－�

121,840kg�

  42,200kg�

    8,940kg�

       410kg�

302,190kg

19年度�

194,373kg�

  69,420kg�

103,020kg�

  41,920kg�

  20,650kg�

    9,750kg�

439,133kg

20年度�

－�

  32,500kg�

105,785kg�

  39,495kg�

  19,860kg�

  10,290kg�

207,930kg

廃棄物�

17年� 18年� 19年� 20年�

120%

100%

80%

60%

40%

20%

0%

鍋島�

その他�

本庄�

17年度比�

100％� 105％�
94％�

102％�

56.4％�
53.5％�

55.0％�
55.6％�

7.2％�
8.6％�

6.8％� 7.9％�

36.4％� 43.0％� 35.1％� 38.5％�

項　　目�

コピー用紙�

（kg）�

年度�

17年�

18年�

19年�

20年�

本庄地区�

48,058�

42,706�

67,112�

50,756

鍋島地区�

44,744�

41,526�

48,038�

47,678

大学全体�

  92,802�

  84,232�

115,150�

  98,434

17年度比�

100.0%�

91.0%�

124.0%�

106.0%

コピー用紙�

0%

20%

40%

60%

80%

100%

120%

140%

 

100％�
91％�

124％�

106％�

48.2％�

5.0％�

44.7％�

3.3％�

51.8％�

14.8％�

51.4％�

6.2％�

46.8％� 42.7％�
57.5％�

47.5％�

鍋島�

その他�

本庄�

17年度比�

17年� 18年� 19年� 20年�
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紙類�

文具類�

機器類�

OA機器�

家電製品�

エアコンディショナー等�

温水器等�

照明�

自動車等�

特定品目（件数）�分　　　野�

8�

81�

10�

17�

5�

3�

4�

5�

5

消火器�

制服・作業服�

インテリア・寝装寝具�

作業手袋�

その他繊維製品�

設備�

防災備蓄用品�

公共工事�

役務�

特定品目（件数）�分　　　野�

1�

2�

10�

1�

3�

5�

11�

58�

13

人感センサーによる自動消灯設備�

省電力照明器具の導入�

高効率空調機等への更新�

節水型トイレ器具等の導入�

金額（千円）�投資内容�

3,900�

29,400�

101,400�

22,100

期待できる効果�

CO2、電力量削減�

CO2、電力量削減�

CO2、電力量削減�

上下水道量削減�
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項　　　目�

環境報告書�

�

�
エコアクション21�
�

�

エコキャンパスカード�

�
ISO9001�
�

薬品管理システム�

（CRIS）�

�
作業環境測定�

内　　　　　訳�

報告書作成�

初回中間審査経費�

維持経費�

エコアクション21コンサルタント�

内部監査研修�

エコキャンパスカード作成�

更新審査経費�

維持経費�

ライセンス購入経費�

年間メンテナンス経費�

RI関係�

有機溶剤・特定化学物質等�

金額（千円）�

1,050�

6,980�

61�

0�

148�

116�

528�

126�

1,785�

315�

1,575�

3,507

合計（千円）�

1,050�

�

�
909�

�

�

116�

�
654�

�

2,100�

�

5,082

項　　目�

光熱費（千円）�

〈電気・ガス・�

重油・灯油〉�

年度�

17年�

18年�

19年�

20年�

本庄地区�

273,601�

255,127�

238,728�

248,510

鍋島地区�

454,596�

429,137�

431,503�

515,511

大学全体�

728,198�

684,265�

670,232�

764,021

17年度比�

100.0%�

94.0%�

92.0%�

105.0%

光熱費�

0%

20%

40%

60%

80%

100%

120%

鍋島�

その他�

本庄�

17年度比�

17年� 18年� 19年� 20年�

100％�
94％� 92％�

105％�

62.4％�
58.9％� 59.3％�

70.8％�

7.6％� 8.8％� 8.1％� 8.9％�

29.9％� 26.2％� 24.6％� 25.2％�
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項　　　目�

電気使用量（kWh)�

電気－CO2換算（ t ）�

ガス使用量（m3)�

ガス－CO2換算（ t ）�

白灯油使用量（kL)�

白灯油－CO2換算（ t ）�

重油使用量（kL)�

重油－CO2換算（ t ）�

CO2排出量計（ t ）�

上水道使用量（＝総排水量）（m3）�

廃棄物排出量（ t ）�

PPC用紙使用量（ t ）�

年　　　　　度�

17

860,318�

380�

2,073�

4�

2�

5�

0�

0�

389�

6,978�

47.5�

6.37

年　度　比　（％）�

104�

102�

63�

75�

100�

100�

　0�

　0�

102�

80�

139�

122

101�

113�

67�

75�

100�

100�

0�

　0�

112�

135�

65�

138

93�

99�

68�

75�

90�

90�

0�

　0�

98�

88�

57�

127

環境目標値�

843,000（H17比2％削減）�

�

�

�

�

�

�

�

380（H17比2％削減）�

6840（H17比2％削減）�

45.6（H17比2％削減）�

18

891,979�

387�

1,316�

3�

2�

5�

0�

0�

395�

5,600�

66.2�

7.80

19

866,117�

428�

1,390�

3�

2�

5�

0�

0�

436�

9,415�

30.8�

8.81

20 18/17比�19/17比�20/17比�

803,653�

375�

1,408�

3�

2�

4�

0�

0�

382�

6,118�

27.1�

8.11
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1�

2�

3

環　　　　　境　　　　　目　　　　　標�

二酸化炭素排出量の削減（H17年度実績をベースにH20年度までに2%削減する）�

コピー用紙使用量の削減（H17年度実績をベースにH20年度までに2%削減する）�

使用水量の削減（H17年度実績をベースにH20年度までに1%削減する）�

単位�

Kg・CO2�

枚�

m3

平成18年度�

1%削減�

1%削減�

0.5%削減�

平成19年度�

1%削減�

1%削減�

0.5%削減�

平成20年度�

2%削減�

2%削減�

1%削減�

年度別電気使用量推移表（単位：kWh）�

250,000

平成17年度�

200,000

150,000

100,000

50,000

0
平成18年度� 平成19年度� 平成20年度�

220,730
211,230

202,158 203,690

年度別コピー用紙使用量推移表（単位：枚）�

平成19年度�

900,000

800,000

700,000

600,000

500,000

400,000

300,000

200,000

100,000

0
平成20年度�

840,107
783,909
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年度別水道使用量推移表（単位：m3）�

平成17年度�

2,000

1,800

1,600

1,400

1,200

1,000

800

600

400

200

0
平成18年度� 平成19年度� 平成20年度�

1�

2�

3

環　　　　　境　　　　　目　　　　　標�

二酸化炭素排出量（電気使用量）の削減（H19年度実績をベースにH23年度までに2%削減する）�

コピー用紙使用量の削減（H20年度実績をベースにH23年度までに3%削減する）�

使用水量の削減（H17年度実績をベースにH23年度までに2%削減する）�

単位�

kWh�

枚�

m3

平成21年度�

1%削減�

2%削減�

1%削減�

平成22年度�

2%削減�

2%削減�

2%削減�

平成23年度�

2%削減�

3%削減�

2%削減�
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16,000

14,000

12,000

10,000

8,000

6,000

4,000

2,000

0
17年� 18年� 19年� 20年�

14,606

12,455

CO2排出量（ t ）�

12,834
11,764

81％�

水使用量（m3）�
86％�

250,000

200,000

150,000

100,000

50,000

0
17年� 18年� 19年� 20年�

212,393

173,604

185,525 179,221

17年� 18年� 19年� 20年�

439,590 417,197 429,110 433,470

廃棄物量（kg）� 99％�

500,000

400,000

300,000

200,000

100,000

0
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二酸化炭素排出量の削減（H17年度実績をベースにH20年度までに3%削減する）�

廃棄物排出量の削減（H17年度実績をベースにH20年度までに5%削減する）�

総排水量の削減（H17年度実績をベースにH20年度までに2%削減する）�

地球環境の保全・改善のための教育を行い、環境に配慮出来る人材を育成する�

化学物質の管理　薬品管理システムの導入を進める�

平成18年度�

1％以上 2.290tCO2�

3％以上 112,510kg�

1％以上 96,288m3�

佐賀環境フォーラム�

20クライアント�

平成19年度�

2％以上 2,260tCO2�

4％以上 111,350kg�

1.5％以上 95,742m3�

佐賀環境フォーラム�

8クライアント�

平成20年度�

3％以上 2,240tCO2�

5％以上 110,190kg�

2％以上 95256m3�

大学入門科目等�

2クライアント�

CO2（ t ）�

廃棄物（kg）�

総排水（m3）�

PPC（kg）�

20年度データ�

20年度使用量�

  2038�

77264�

43935�

  8744

17年度使用量�

    2364�

115990�

  97200�

  10994

削減％（17年度比）�

86�

67�

45�

80

削減％（19年度比）�

105�

101�

102�

  83
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1�

2�

3

環　　　　　境　　　　　目　　　　　標�

二酸化炭素排出量の削減（H17年度実績をベースにH20年度までに2%削減する）�

廃棄物排出量の削減（H17年度実績をベースにH20年度までに2%削減する）�

総排水量の削減（H17年度実績をベースにH20年度までに2%削減する）�

単位�

tCO2�

kg�

m3

H18年度�

1%以上 550�

1%以上 50,580�

1%以上 11,280

H19年度�

1%以上 550�

1%以上 50,580�

1%以上 11,280

H20年度�

2%以上 540�

2%以上 50,060�

2%以上 11,170
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大学会館�

かささぎ�

合　計�

2007年実績�電気（kWh）�

249,154�

152,147�

401,301

前年比�

　0％�

－2％�

－1％�

目標比�

－5％�

　9％�

　0％�

2008年目標�

262,390�

136,904�

399,294

2008年実績�

249,701�

148,875�

398,576

大学会館�

かささぎ�

合　計�

2007年実績�コピー用紙（kg）�

  50,750�

116,000�

166,750

前年比�

－11％�

  －3％�

  －5％�

目標比�

－11％�

  －1％�

  －4％�

2008年目標�

  50,750�

113,680�

164,430

2008年実績�

  45,000�

113,000�

158,000
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文化教育学部�

1

学部�

件数�

経済学部�

1

医学部�

2

理工学部�

49

農学部�

57

計�

110

省庁�

11

参画先�

件数�

佐賀県�

17

県内市町�

13

各種法人�

13

その他�

36

大学�

15

国外�

5

計�

110

文化教育学部�

1

学部�

件数�

経済学部�

－�

医学部�

－�

理工学部�

16

農学部�

5

計�

22
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文化教育学部�

中　島　道　夫�人体と重金属�

大　隅　秀　晃�極微量放射線の測定�

張　本　　　燦�環境法と環境行政�

松　本　敏　雄�機械類の環境制御�

岡　島　俊　哉�
食品類に含まれる農薬等の分析，�
食品成分（栄養素等）への影響�

中　村　　　聡�電磁遮蔽衣服の形状�

甲　斐　今日子�クールビズに対応する衣服�

川　野　良　信�環境水の水質分析�

青　井　泰　道�金属加工時の環境配慮�

藤　永　　　豪�文化としての自然環境�

経済学部�

樫　澤　秀　木�廃棄物紛争、リスク・コミュニケーション�

小　川　哲　彦�環境管理会計�

医学部�

社会医学講座�
環境化学物質暴露の生物学的モニタリングに関�
する研究�

理工学部�

小　島　昌　一�

空調用熱源としての地下ピットの効果的利用法�
の研究�
既存校舎の室内熱環境現状調査とCASBEEによ�
る断熱改修計画の検討�
佐賀市と周辺地域の気象特性と自然エネルギー�
の利用可能性に関する研究�
佐賀市の気候特性と気温・湿度分布に関する研�
究�
省エネルギー型空調制御用小型グローブ温度計�
測システムの開発�
熱放射の影響を考慮したペリメータ空調制御に�
関する研究�
反射日射を考慮した窓面入射日射特性に関する�
研究�

外　尾　一　則�

郊外大規模商業施設の環境負荷排出量に関する�
研究－LCA分析を用いて�
佐賀市における緑の量と形態及び種類からみた�
地域特性�
Environmental Assessment of International�
Transportation of Products

渡　辺　訓　甫�

北川砂州の二次元河床変動解析に関する研究�
植生群内の流れの構造と抵抗に関する実験的研�
究�
北川本村砂州における植生状況の変動解析�
Analysis of changes in vegetation on a�
Sand Bar With Flooding

大　串　浩一郎�

有明海湾奥部における底質の再懸濁特性に関す�
る研究�
佐賀平野における伝統的治水技術に関する研究�
緑川と嘉瀬川の伝統的治水技術に関する比較研�
究�
GISを用いた筑後川・緑川・白川・菊池川の流�
出解析ならびに流出負荷量の算定�
佐賀平野東部クリーク地帯における汚濁負荷に�
関する研究�

平　川　隆　一 
菊池川河口域における流れと物質輸送について�
非越流型水制群の向きが河床変動と流れ構造に�
及ぼす影響�

三　島　伸　雄�
都市環境の保全と創造から見たアーバンデザイ�
ン�

古　賀　憲　一 �
荒　木　宏　之 �
山　西　博　幸�

有明海の流れと生態系モデルの開発�
筑後川流域と有明海における総合水管理のため�
の解析ツールの開発�
生態系モデルを用いた有明海の水質計算�
生態系モデルを用いた有明海の３次元水質解析�

古　賀　憲　一 �
荒　木　宏　之�

ソンクラー湖の水質計算�
干拓調整池の藻類の挙動に関する研究�
筑後川下流域の塩分濃度解析�
干拓調整池の藻類挙動に関する研究�

古　賀　憲　一 �
渡　邊　訓　甫 �
荒　木　宏　之�

城原川流域の流出特性に関する基礎的研究�
城原川流域の水問題分析に関する基礎的研究�

石　橋　孝　治 �
伊　藤　幸　広�

都市ごみ溶融スラグを細骨材として用いたコン�
クリートの諸特性�
都市ごみ溶融スラグを用いたコンクリートの膨�
張特性評価方法の検討�

鬼　塚　克　忠 �
根　上　武　仁�

都市ゴミ溶融スラグと発泡廃ガラス材の混合試�
料の締固め特性�

林　　　重　徳�

Behavior of Pore Water in the Tidal Flat�
Induced by Temperature and Tidal Effect�
干潟底質の覆砂混合改善区における分級作用と�
力学特性の変化について�
干潟底質における潮汐および熱変化による間隙�
水流動に関する研究�
軟弱地盤におけるRaft & Pile工法の効果に関す�
る実験的研究�
海水に浸漬した石灰処理土の劣化深度と特性変�
化について�
短繊維補強した赤ぼくの遮水性能と強度特性に�
ついて�
干潟の底質改善区における表層部の含水比低下�
工法�

古　賀　憲　一�

ソンクラー湖の水質解析に関する研究�
ボックスモデルを用いた有明海の水質解析に関�
する研究�
鉛直２次元水質モデルを用いたダム貯水池の水�
質解析に関する研究�
城原川の水問題分析に関する研究�
水質リスク・物質循環�
ダム建設工事における環境保全対策について�

荒　木　宏　之�

Nguyen Thi Minh Hang ：Development and�
Applications of an Ecosystem Model for�
Water Environmental Management in the�
Ariake Sea of Japan�
機能性発泡廃ガラスを用いた窒素・リン除去シ�
ステムの開発に関する基礎的研究�
発泡廃ガラスの水処理特性に関する研究�
ダム貯水池における遮水カーテンの藻類増殖抑�
制効果に関する基礎的研究�



山　西　博　幸�

噴流式水質改善システムによる貧酸素水塊の解�
消と抑制に関する研究�
粗朶搦工と気泡噴流を用いた懸濁物捕捉効果に�
関する研究�

日　野　剛　徳�

マグネシウム化合物を用いた有明海沿岸低平地�
域における浮泥・底泥・建設発生泥における環�
境・力学特性の改善技術に関する基礎的研究�
有明海沿岸道路における盛土および基礎技術に�
関する研究�
微生物的インディケーターに基づく化学的改良�
土の工学的・環境学的性質の評価�

末　次　大　輔�

環境に配慮した有明海浚渫土の盛土材としての�
有効利用に関する研究�
固化材混合地盤の長期的耐久性と環境影響に関�
する基礎的研究�

田　口　岳　志�
固化～破砕プロセスにおける化学的安定処理土�
のマイクロ・マクロメカニックス�

宮　良　明　男�
地中熱交換器の伝熱特性に関する研究�
遷臨界CO2ヒートポンプサイクルの特性に関す�
る研究�

永　田　修　一�浮体式波力発電装置に働く流体力に関する研究�

池　上　康　之�
アンモニア／水を作動流体として用いた海洋温�
度差発電システムに関する研究�

瀬戸口　俊　明�
波力発電用タービンの開発�
衝撃騒音制御技術の開発�

渡　　　孝　則�

溶融スラグを用いた吸音材の製造�
麦藁及び籾殻を用いた炭素－シリカハニカム状�
多孔体の製造�
磁器廃材を用いた徐放性カプセルの開発�
酸化チタンの光触媒特性に関する研究�

宮　島　　　徹�腐食物質の環境化学�

田　中　　　徹�
環境に優しい多元半導体を用いた無毒性・低コ�
スト薄膜太陽電池の開発�

林　　　信　哉�

対流圏オゾン発生メカニズム解明のための実験�
的研究�
環境無負荷型プラズマ滅菌器の開発�
大気圧放電プラズマを用いた温室効果ガスの分�
解・再資源化に関する研究�

渡　邉　健　次�
大　谷　　　誠�

棚田オンラインプロジェクト～インフラ無農地�
の情報化～�

山　田　成　仙�
渡　邉　健　次�
大　谷　　　誠�
岡　崎　泰　久�

体験・観察学習のためのユビキタス植生ハウス�
の開発～プロトタイプ版システムの開発～�

農学部�

近　藤　榮　造�
環境指標生物としての土壌動物の利用�
有明海、棚田、人工林・自然林の環境特性�

尾　野　喜　孝�

肥育前期からの給与による豚の茶ガラに対する�
嗜好性の改善�
茶ガラの給与開始時期の違いが肉用鶏の採食性、�
発育および産肉性に及ぼす影響�
SB生菌飼料の添加給与が肉豚の枝肉生産性お�
よび悪臭の低減効果に及ぼす影響�

上　埜　喜　八�
化学肥料、農薬を用いない水稲栽培の可能性�
農業系廃棄物利用による雑草防除�

小　林　恒　夫�
東松浦半島（上場台地）由来の家畜ふん堆肥と�
佐賀平野由来の稲わらの相互乗り入れ的資源�
循環利用による新たな佐賀農業システムの提起�

染　谷　　　孝�

海藻廃棄物のメタン発酵に関する微生物学的研�
究�
生ごみ・家畜糞のメタン発酵に関する微生物学�
的研究�
ヤクルト方式による家庭排水・食品工場廃水の�
浄化に関する微生物学的研究�
油脂分解菌による厨房排水処理に関する研究�
生ゴミ等の堆肥化による資源化における微生物�
的安全性に関する研究�
堆肥及び土壌中の病原菌の高感度迅速検出に関�
する研究�
堆肥中の有用放線菌に関する研究�
生ごみ分解促進微生物に関する研究�

堀　元　栄　枝�
化学肥料、農薬を用いない水稲栽培の可能性�
農業系廃棄物利用による雑草防除�
生ごみ堆肥、剪定くずを利用した雑草防除�

井　上　興　一�
アオサのメタン発酵残さおよび生ゴミ堆肥の肥�
効試験（有機廃棄物の土壌肥料的利用）�

原　口　智　和�
炭化物利用によるクリーク水質の浄化に関する�
研究�
農地からの肥料成分の流出に関する研究�

野　瀬　昭　博�

マングローブ等熱帯沿岸生態系の修復・保全に�
よる地球温暖化ガス回収・放出抑制評価技術の�
開発�
南スマトラにおけるマングローブ資源再生利用�
のためのマングローブの生態生理学的研究�
アイスプラントを用いた塩類集積土壌の改良技�
術の開発�
水生植物の導入による休閑農地の水質浄化機能�
の増進技術の開発�

駒　井　史　訓�
園芸作物加工工程から生じる残渣の堆肥化法の�
開発とその性能評価�
有機農業に適した野菜新品種の開発�

谷　本　靜　史�
塩生植物シチメンソウの耐塩性維持機構に関す�
る研究�

光　富　　　勝�
関　　　清　彦�

水産廃棄物の有効利用に関する研究�
キチン質の分解機構に関する研究�

林　　　信　行�

加圧熱水プロセスを用いた植物系バイオマスの�
糖化と糖化物からの液体燃料および生分解物質�
の製造技術の開発�
高温高圧溶媒による農産廃棄物からの機能性物�
質の抽出�
押し出し膨化処理によるエタノール生産システ�
ムの高効率化�
海洋温度差発電施設から排出される海洋深層水�
の農水産分野への利用展開に関する研究�

佐　藤　　　孝�
ハイブリッド有機農法における害虫制御シーズ�
の探索�

近　藤　文　義�
粘土の堆積環境と地盤工学的性質に関する研究�
リモートセンシングを利用した農村環境調査に�
関する研究�

郡　山　益　実�

有明海奥部における貧酸素水塊の発生機構とそ�
の防止策に関する研究�
干潟域底泥内の窒素循環に関する研究�
地球温暖化の作物生産・水消費に及ぼす影響に�
関する研究�

五十嵐　　　勉�
生業複合研究�
文化的景観の保全研究�

甲　本　達　也�
フライアッシュ・ベース・ジオポリマーの開発�
と汚染土壌の安定化に関する研究�

有　馬　　　進�好硝酸性水稲を利用した水質浄化に関する研究�

大　島　一　里�植物ウイルスワクチンの開発�

鈴　木　章　弘�
低炭素指向型ダイズ栽培に資する共生機能利用�
育種素材の開発研究�
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中　村　隆　敏�生活環境電磁気学�

嬉　　　正　勝�生命科学�

自然地理学�
人文地理学�
世界地誌�
集落実地調査�

藤　永　　　豪�

甲　斐　今日子�被服学�

角　　　和　博�住環境材料工学�

張　本　　　燦�環境法要論Ⅱ�

松　本　敏　雄�環境電気機器概論�

水と空気の運動学�
環境熱学�中　村　　　聡�

物質環境科学�
有機環境化学�岡　島　俊　哉�

中　島　道　夫�
中　村　　　聡�

自然環境論�

中　島　道　夫�
岡　島　俊　哉�

環境化学実験ⅠおよびⅡ�

文化教育学部�

教員名� 環境に関連した講義名�

中　島　道　夫�環境技術セミナー�

大　隅　秀　晃�環境情報処理論�

川　野　良　信�
岡　島　俊　哉�

水環境論�

川　野　良　信�地球環境科学�

生活環境概説�
生活環境化学�
住宅デザイン論�

澤　島　智　明�

山　下　宗　利�日本の地理と風土�

田　中　豊　治�環境と人間の組織社会学�

吉　賀　豊　司�
昆虫病原性線虫の共生細菌の機能評価と液体培�
養系の開発�

東　江　　　栄�
アイスプラントの塩類集積機構の解明�
シチメンソウの耐塩性機構の解明�
有明海に生息する塩生植物の耐塩性機構�

瀬　口　昌　洋�

有明海奥部における貧酸素水塊の発生機構とそ�
の防止策に関する研究�
干潟域底泥内の窒素循環に関する研究�
地球観測衛星による環境モニタリング手法に関�
する研究�

上　野　大　介�

佐賀市内小中学校における室内環境中人工化学�
物質の検索�
母乳中の人工香料の蓄積特性解明とそれらの低�
減法開発�
クリーク底泥中に含まれる人工化学物質の検索�
とその安全性評価�
有明海および大村湾に座礁した小型鯨類の人工�
化学物質蓄積特性の解明�

小　林　元　太�
高効率バイオブタノール生産技術の研究開発�
（NEDOバイオマスエネルギー先導技術研究開�
発受託研究）�

理工学部�

教員名� 環境に関連した講義名�

経済学部�

教員名� 環境に関連した講義名�

教員名� 環境に関連した講義名�

畑　山　敏　夫�国際政治学�

荻　野　善　弘�エネルギー経済論�

堀　井　伸　浩�エネルギー経済論�

樫　澤　秀　木�環境法・国際環境法�

小　川　哲　彦�管理会計�

医学部�

専門科目�

市　場　正　良�
環境医学総論・環境保全1,2・環境ホルモン・�
大気環境1，2 ・水環境1，2・都市環境・廃棄�
物・環境保健実習（施設見学）・地域保健と疫学�

山　川　裕　子�保健学�

理工学部（都市工学科・低平地研究センター）�

教養教育科目�

分野別主題科目�

荒　木　宏　之�環境保全の技術の歴史�

山　西　博　幸�環境をはかる�

共通主題科目�

日　野　剛　徳�有明海湾岸低平地域における諸問題�

山　部　長兵衛�環境科学�

宮　島　　　徹�
身近な自然－知ろう・見よう・考えよう－�
身近な自然－調べよう・深めよう・考えよう－�

大　和　武　彦�化学工業と地球環境�

古　賀　憲　一�水環境システム工学�

島　岡　隆　行�環境科学Ⅱ�

小　島　昌　一�建築環境工学�

荒　木　宏　之�水資源管理学�

丹　羽　和　彦�環境デザイン学�

大　串　浩一郎�応用水理学�

山　部　長兵衛�環境電気工学�

堂　園　　　浩�
田　中　高　行�
和久屋　　　寛�
猪　原　　　哲�

大学入門科目ディベート題目玄海原子力発電所�
におけるプルサーマルは是か非か（計５回）�

林　　　信　哉�
プロジェクト応用実験�
実験テーマ　環境無負荷型プラズマ滅菌器の開発�

豊　島　耕　一�原子炉の物理と核問題�

宮　島　　　徹�地球環境化学・物質循環化学・環境化学�

原　田　浩　幸�環境化学工学�

大学院教育�

工学系研究科�

伊　藤　幸　広�建設材料リサイクル論�

柴　　錦　　春�環境地盤工学特論�

速　水　祐　一�
山　本　浩　一�

環境工学特論�

丹　羽　和　彦�都市環境デザイン演習Ⅰ�

小　島　昌　一�建築環境工学特論�

大　串　浩一郎�数値水理学特論�

林　　　重　徳�低平地地圏環境学特論�

荒　木　宏　之�水処理工学特論�

山　西　博　幸�
低平地水圏環境学特論�
環境輸送特論�

日　野　剛　徳�地盤工学特論Ⅱ�
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教員名� 環境に関連した講義名�

教員名� 環境に関連した講義名�

農学部�

教養教育科目�

共通主題科目（第1分野地域と文明）�

末　次　大　輔�防災地盤工学特論�

豊　島　耕　一�原子力エネルギーと安全�

宮　島　　　徹�
環境と人間社会　化学物質と生態環境�
地球環境科学特論　資源化学特論�

中　村　博　吉�エネルギー変換基礎工学�

江　良　正　直�エネルギー変換基礎工学�

児　玉　宏　明�化学物質と生態環境�

高　椋　利　幸�環境溶液化学�

北　村　二　雄�
グリーンケミストリー特論�
環境調和型有機化学特論�

原　田　浩　幸�物質循環工学�

鯉　川　雅　之�環境錯体化学特論�

谷　本　靜　史�生きものから有明海を探る�

分野別主題科目�

第４分野（人間環境と健康）�

濱　　　洋一郎�食生活と健康（食生活と衛生）�

第５分野（数理と自然）�

鈴　木　信　彦�生物の生態と社会�

第６分野（科学技術と生産）�

染　谷　　　孝�
上　野　大　介�

ヒトと環境の生物学�

大　島　一　里�病原体のはなし�

尾 野 ・ 上 埜 �
農業の現場を知ろう�
自然と人間の共生�

林　　　信　行�水のはなし�

光　富　・　関�暮らしの中の酵素�

甲　本　達　也�土と緑とくらし�

農学部（学部対象）�

鈴　木　信　彦�
システム生態学�
生態学実験Ⅰ�
生態学実験Ⅱ�

永　野　幸　生�分子細胞生物学�

尾野・上埜・�
駒井・堀元�

資源循環フィールド科学実習�

上　埜　喜　八�環境保全学農業論�

染　谷　　　孝�
土壌学�
環境微生物学�

甲　本　達　也�
地盤環境学Ⅱ�
実験地圏環境学Ⅰ�

上　野　大　介�
環境化学�
環境分析化学�

井上・半田他�環境水質分析�

半 田 ・ 長 他 �環境水汚染物質分析�

野　瀬　昭　博�
熱帯農業論�
熱帯有用植物学�

尾野・上埜・�
駒井・堀元�

フィールド科学総合実習�

教員名� 環境に関連した講義名�

尾野・上埜・�
駒井・堀元�

暖地フィールド総合実習�

原　口　智　和�水環境学�

半　田　　　他�実験生物環境保全学Ⅱ�

半　田　　　駿�
現代環境学�
地球環境学�

半田・甲本・�
長　・近藤�

実験地圏環境学�

関　　　清　彦�生物資源化学�

瀬 口 ・ 田 中 �実験水気圏環境学�

濱　　　洋一郎�食糧安全学�

五十嵐　　　勉�

農村開発学�
地域資源論�
地域資源学演習Ⅰ�
地域資源学演習Ⅱ�

東　江　　　栄�熱帯作物改良学�

藤　村　美　穂�環境社会学�

教員名� 環境に関連した講義名�

農学研究科（大学院対象）�

甲　本　達　也�生産地盤工学特論�

武　田　　　淳�地域資源学特論�

稲　岡　　　司�環境社会学特論�

瀬　口　昌　洋�浅海環境工学特論�

染　谷　　　孝�土壌学特論�

野　瀬　昭　博�熱帯農業資源学特論�

半　田　　　駿�環境資源学特論�
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図1  財務諸表における環境会計情報の開示企業数�

0
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140050
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環境会計情報開示企業数� 調査対象企業数�

2005年� 2008年�
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0 20 40 60 80 100 ％�

１．エコアクションを知っている�

エコアクション　学生認知度�

２．パソコンの学内メールをチェック�
　　している�

３．学内掲示板をチェックしている�

４．ＰＢＬ室や教室の電気をこまめに�
　　消すように心がけている�

５．エアコンの温度は夏28度、冬20度�
　　にするようこころがけている�

６．学校でごみを捨てるときは分別に�
　　心がけている�

７．学校での印刷枚数を減らすように�
　　心がけている�

H19

H20
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環境報告書編集委員会委員名簿�

環境安全衛生管理室長�
（エコアクション21専門委員会委員長）�

エコアクション21専門委員会委員�

環境安全衛生管理室員�
（エコアクション21専門委員会委員）�

環境安全衛生管理室長補佐�
（エコアクション21専門委員会委員）�

所　属　部　局　・　職� 委員氏名�

医学部教授�

文化教育学部教授�

理工学部教授�

環境施設部施設課副課長�

総務部人事課専門職�

総務部人事課係長�

総務部人事課技術員�

経済学部准教授�

環境施設部施設課係長�

理工学部都市工学科4年�
（エコアクション21学生委員会）�

市　場　正　良�

岡　島　俊　哉�

宮　島　　　徹�

松　村　勝　博�

梁　井　道　則�

西　山　嘉　弘�

上　野　裕　康�

小　川　哲　彦�

富　吉　義　紹�

久　保　　　弦�
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環境省ガイドライン等対照表�

もくじ�
もくじ�

○�
○�

BI-2：報告に当たっての基本的要件�
BI-2-1：報告の対照組織・機関・分野�
BI-2-2：報告対照組織の範囲と環境負荷の補足状況�

2トップメッセージ�○�BI-1：経営責任者の緒言�

１．基本的項目（BI）�

記載頁�本環境報告書該当項目�チェック�環境報告ガイドラインの記載項目�

２．環境マネジメント指標（MPI）�

12佐賀大学の教育・研究・医療活動に伴う環境負荷の全体像�○�
BI-5：事業活動のマテリアルバランス�
　　　（インプット、内部循環、アウトプット）�

4�
9

大学概要�
環境目標と環境活動計画�

○�
○�

BI-4：環境報告の概要�
BI-4-1：主要な指標等の一覧�
BI-4-2：事業活動における環境配慮の取組に関する�
　　　　目標、計画及び実績等の総括�

4大学概要�○�BI-3：事業の概況�

1�
1

記載なし�―�MP-4：環境に配慮した投融資の状況�

19環境保全コスト�○�MP-3：環境会計情報�

10環境に関する法規制への取組�○�MP-2：環境に関する規制の遵守状況�

3�
21

佐賀大学環境方針�
各部局の取組�

○�
○�

MP-1：環境マネジメントの状況�
MP-1-1：事業活動における環境配慮の方針�
MP-1-2：環境マネジメントシステムの状況�

記載なし�―�MP-8：環境に配慮した輸送に関する状況�

36教育・研究から環境への取組�○�MP-7：環境に配慮した新技術、DfE等の研究開発の状況�

19グリーン購入・調達の状況�○�MP-6：グリーン購入・調達の状況�

34佐賀大学生活協同組合の取組�○�MP-5：サプライチェーンマネジメント等の状況�

地域・社会への還元�○�MP-12：環境負荷低減に資する製品・サービスの状況�

35地域・社会への還元�○�MP-11：環境に関する社会貢献活動の状況�

35地域・社会への還元�○�MP-10：環境コミュニケーションの状況�

�記載なし�―�MP-9：生物多様性の保全と生物資源の持続可能な利用の状況�

水資源投入量と抑制に向けた取組�○�OP-3：水資源投入量及びその低減対策�

15コピー用紙使用量�○�OP-2：総物質投入量及びその低減対策�

13エネルギー負荷と抑制に向けた取組�○�OP-1：総エネルギー投入量及びその低減対策�

３．オペレーション指標（OPI）�

35

環境に関する法規制への取組�○�OP-7：大気汚染、生活環境に係る負荷量及びその低減対策�

13エネルギー負荷と抑制に向けた取組�○�OP-6：温室効果ガスの輩出量及びその低減対策�

記載なし�―�OP-5：総製品生産又は総商品販売量�

記載なし�―�OP-4：事業エリア内循環的利用を行っている物質量等�

14

４．環境効率指標（EEI）�

14水資源投入量と抑制に向けた取組�○�OP-10：総排水量及びその低減対策�

15廃棄物削減に向けた取組�○�OP-9：廃棄物等総排出量、廃棄物最終処分量及びその低減対策�

10環境に関する法規制への取組�○�OP-8：化学物質の排出量、移動量及びその低減対策�

10

35地域・社会への還元、教育・研究から環境への取組�○�社会的取組の状況�

５．社会パフォーマンス指標（SPI）�

12佐賀大学の教育・研究・医療活動に伴う環境負荷の全体像�○�環境配慮と経営との関連状況�

環境目標と環境活動計画�○�③主要な環境活動計画の内容�

9・13�
14・15�
19

環境目標と環境活動計画、エネルギー負荷と抑制に向け�
た取組、水資源投入量と抑制に向けた取組、廃棄物削減�
に向けた取組、グリーン購入・調達の状況、環境保全コ�
スト�

○�②環境目標とその実績�

3佐賀大学環境方針�○�①環境方針�

記載頁�本環境報告書該当項目�チェック�
エコアクション21 2004年版 －環境経営システム・環境活動レポートガイド�
ライン－ 大学等（教育・研究機関）向けマニュアル（試行版）の記載項目�

大学概要�○�・所在地�

4大学概要�○�・大学名及び代表者氏名�

10環境に関する法規制への取組�○�⑤環境関連法規の取りまとめ、環境関連法規への違反、訴訟等の有無�

7学長プレビュー�○�④環境活動の取組結果の評価�

9

4・12
大学概要�
佐賀大学の教育・研究・医療活動に伴う環境負荷の全体像�

○�
・事業の規模（教職員数、学生数、敷地面積、延床面積等、事業の規模が�
　分かる情報）�

35地域・社会への還元、教育・研究から環境への取組�○�・教育・研究活動等の内容についての簡単な記述�

1もくじ�○�・環境管理責任者氏名及び担当者連絡先�

4

　環境省「環境報告ガイドライン～持続可能な社会を目指して～（2007年版）」ならびに「エコアクション21 2004
年度版―環境経営システム・環境活動レポートガイドライン―大学等（教育・研究機関）向けマニュアル（試行版）」と
本環境報告書記載項目の対照表を以下に記載します。�



この報告書は、再生紙を使用し、�
大豆インクで印刷しています。�


